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親園小学校長 白石 一成

自然と文化を愛し、心身ともに健康で知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童

教育目標 を育成する。 ○自ら学ぶ子ども ○心豊かな子ども ○心身をきたえる子ども

２４名が巣立ちました
３月１９日に卒業式が行われました。来賓には、今

年の卒業生が、入学したとき６年生を担任していた、

大田原市教育委員会の矢口先生がいらっしゃいました。

意図したわけではありませんが、巡り合わせの不思議

を感じます。

中学校の制服を身にまといいつもと違った雰囲気の

卒業生一人一人に卒業証書を渡しました。礼法指導で

校長先生と目を合わせる

ように指導されていました。一人一人のまなざしは、これ

から始まる中学校生活を予想させるような希望にあふれた

ものでした。

校長式辞では、「出会いを大切に」という言葉を贈りま

した。いろいろな人に出会い、その出会いを大切にして、

成長してほしいと思います。

表彰式
卒業式の一日前は、外部団体の表彰と皆勤賞の表彰を行いました。学校の代表として

の表彰です。おめでとうございます。皆勤賞は、１年生の入学時からの無欠席と言うこ

とです。今年の皆勤賞の児童は、４人いましたが、入学式から１１７２日の登校になります。

いずれの表彰も本人の頑張りはもとより、御家庭の協力があったからだと思います。

那須地区ＰＴＡ模範児童 小沼 実里さん おめでとうご

大田原市ＰＴＡ模範児童 江面 真彩さん ざいました。

体 育 運 動 優 良 児 童 中島 一樹さん 秋元ひなたさん

健 康 優 良 児 童 前田 杏さん 佐々木寛斗さん

皆 勤 賞 小沼 実里さん 國井 陽斗さん

高瀬 心優さん 戸田 優羽さん

修業式
今日は修業式です。式の校長あいさつでは、進級の祝いと、しっかり今年度を反省し、

新年度に向けて気持ちを作ってほしいと話しました。新年度(始業式は、４月８日)に
向け各家庭でもいろいろな準備があると思います。心の準備も応援してくだされば幸い

かと思います。

１年間お世話になりました
今年度は、コロナウイルス感染症という誰も経験したことがない始まり方をしました。

いまだにコロナは収まっていません。収まるどころか、３月２０日には、栃木県の警戒

レベルが、２．５「厳重警戒」に引き上げられる等、まだまだ気を抜けない状況にあります。

振り返れば、コロナに翻弄された一年でした。そのような状況の中、急な予定変更、無

理なお願い等ありましたが、御協力ありがとうございました。



子どもたちの様子はホームページで
１０月１日から親園小学校のホームページを公開していま

す。御家庭での話題にしていただけると幸いです。

アドレスは、

https://ohtawara-city-chikasono-elementary-school.edumap.jp/
です。

https://ohtawara-city-chikasono-elementary-school.edumap.jp/

